
gJンスタント②犠金利囲
身近な危険物を取り扱う施設であるガソリンスタンドですが、
スタンド利用者が原因となる事故が多発しています。
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警ガソリンスタンド内は安全運転

ガソリンスタンド内には、様々
な機器や他の車両があり、運転に
は十分な注意が必要です。
急発進、急ハンドルは   1_
避けましょう。     ■||■‐・‐■|IⅢ
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彗案内標示に従い駐車

矢印などの誘導に従い、自線な
どで示された場所に停車し、必ず
エンジンを停止しましょう。
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磯静電気除去シー トにタッチ

給油キャップを開ける前に
「静電気除去シート」
に触れ、静電気を除去
してから給油を始めま
しよう。

感継ぎ足 し給油をしない

満タンになると給油は自動的に

停止します。吹きこばれるおそれ
があるので継ぎ足し給油はやめま
しよう°
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修正しい操作で給油

選んだ油種の給油ノズルを取
り、給油国の奥まで差し込み、
レバーをしつかり握つて給油を
しましょう。
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鑢 給油キヤップの置忘れ注意

給油口からガソリンや可燃性蒸
気が漏れないよう、給油キヤップ
は忘れずに締めましよう。
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アウトドア用品には多くの危険物が使用されています。
安全にアウトドアを楽しむため 危険物や可燃性ガスが持つ危険性と
事故を防ぐためのポイントを確認しましょう。

櫃火暫颯雉磋甕は同咎檜繹鬱靱灌隆覇璽 薔
① 指定された燃料を使用しましょう。

② 燃料は 専用の容器に入れましょう。

③ 燃料を入れた容器の取扱いに注意しましょう。

ゼl拶■は瞳火晰惧裂餘嘗袢ど書の注藤覇畷
① 着火剤の「継ぎ足し」は絶対に行わない。

区
分

に,
ロロ 主な用途 性質、注意事項など
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ホワイトガソリン
バーナー、ランタン
などの燃料

・揮発しやすく寒冷地でも着火し
やすい
。静電気などでも着火する
。水をかけると燃え広がる

メタノール
エタノール

アルコールストーブ
などの燃料

・炎が青白く明るい場所では見え
づらい
。大量の水で簡単に消火できる

灯 油
ストーブ、ランタン
などの燃料

パラフインオイル ランタンなどの燃料
・石油を蒸留して精製された液体
・においが少なく煤が出にくい

ゼリー状着火剤 木炭などの火起こし

・メタノールが主成分で着火しや
すい
。火を点けたら継ざ足さないこと
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プロバン
イソブタン
ブタン

バーナー、こんろ
などの燃料

・ガスを液化しカートリツジに充
填している
。プロバン比率が大きいほど高出
力で、低温でも使用できる

罐ゝ麗ま陶火機などを導鱗して嬢圏しましょう ||

7こ危険物
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② 着火剤を火気の近くに置かない。 .

・燃料に使用される身近な危険物
・水をかけると燃え広がる
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